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当社の「10年プラン２０３５」（以下、「１０年プラン」）の達成に向けて、
2026年3月期から新たに始まる「中期経営計画」についてご説明する。
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まず始めに、3カ年計画の目標についてご説明する。
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当頁は、「１０年プラン」でもご説明した財務・非財務目標についての記載。割
愛する。
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当頁では、「１０年プラン」でお示した財務・非財務目標の内容に加えて、新中期経営
計画期間の受注工事高と利益項目をお示している。

受注工事高に関しては、決算のご説明でもお伝えした通り、２０２６年３月期は両事業
で超大型案件を見込んでおり過去最高となる。
２０２８年３月期はその剥落があるものの、過去からは受注工事高を着実に伸ばしてお
り、3,000億円水準となる見込み。

完成工事高に関しては、超大型案件の受注を背景に２０２８年３月期では、過去最高の
3,365億円を見込んでいる。

各利益項目は、「１０年プラン」実現のための成⾧投資を積極的に行うことで、固定費
が膨らむものの、完成工事高の増加により、増益を見込む。
それにより、最終年度は１０％を超えるROEを目指す。

一方で、株主還元強化および、売上拡大に伴う立替需要や成⾧投資の資金に対して借り
入れの活用も検討しているため、自己資本比率は50％を切る水準に設定。

還元方針と、政策保有株式に関する目標については「１０年プラン」でご説明の通り。
株主還元については、決算説明資料のAppendixのP34,35を参照。

最後に、非財務目標について、CO2排出量の削減目標として、2022年度比でスコープ
１・２で２６％、スコープ3で１５％の削減を目指す。
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当頁は、「１０年プラン」でもご説明した「中期経営計画」のキャッシュアロ
ケーションについての記載。割愛する。
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当頁では、当社の「重点注力市場」を整理した。

横軸は当社の市場競争力、縦軸は、外部指標をもとに市場の成⾧率を示している。

当社の市場競争力と市場の成⾧性の掛け合わせで、特に注力すべき分野を５つに
絞った。
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当頁では、事業セグメントとその事業機能を整理した。

さきほどお示しした「重点注力市場」に対して、両事業のシナジーのもと、積極
的に展開していく。
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ここからは、環境システム事業、塗装システム事業それぞれの成⾧戦略および、
両事業のシナジーの取り組み、新規事業についてご説明する。

まず環境システム事業について、完成工事高および経常利益において、新中期経
営計画3年間で着実に伸ばしていく。

次頁以降で、「１０年プラン」の目標達成に向けた新中期経営計画期間の取り組
みをご説明する。
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当頁では、市場戦略についてご説明する。

最重要市場である半導体・電子部品関連において、日系グローバル企業、台湾企
業を中心に展開していく。

製造装置領域、水処理、電気設備など周辺領域を広げていくことで、ターンキー
で実現できるシステムの構築を目指す。

そのためには、M＆A・アライアンスの検討、オープンイノベーションによる技
術深化が必要不可欠であり、それらを推進する3年間となる。
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Global Operation Diversity）

当頁では、地域戦略についてご説明する。
「１０年プラン」の目標達成に向けて、まずは国内の収益力強化と、海外では拠
点を多く構えるASEANの事業基盤強化を先行して実施する。

次頁で、国内の取り組みについて詳しくご説明する。
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国内の取り組みとしては、プロジェクトの一連のプロセスの中で、生産性向上施
策を図る。

前中期経営計画の最終年度に創設した協力会社組織TPG(Taikisha Partners 
Group)による施工品質の標準化、ユニット化・モジュール化のためのTPG-Fab
の立ち上げを検討していく。

その他、記載の通り、フロントローディングによる現場業務平準化、ロジスティ
クスの高度化、BIM活用による生産性向上を推進し、国内における収益力強化を
図っていく。
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当頁では、技術戦略についてご説明する。

エネルギー、資源循環、環境規制に対応したGXエンジニアリング技術の開発を
進め、市場戦略として注力する半導体関連やバッテリー市場などの顧客に向けて、
より生産に近い領域や水処理などの周辺領域を拡大し、新たな価値を提供してい
く。
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次に塗装システム事業について、完成工事高および経常利益においては、2026
年3月期は減収減益のスタートとなるが、新中期経営計画3年間で着実に伸ばし
ていく。

次頁以降で、「１０年プラン」の目標達成に向けた新中期経営計画期間の取り組
みをご説明する。
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1つ目は、四輪市場におけるプレゼンスの維持・向上として、ドライ加飾技術を
活用したグリーンファクトリー化、オートメーション技術を活用したスマート
ファクトリー化、欧州顧客ポートフォリオの拡大を目指す。

特に、グリーンファクトリー化の取り組みとして、ドライ加飾のデモラインのグ
ローバル展開、実ラインへの導入に注力する。

また、欧州ではすでに大型案件の受注しており、プロジェクト運営を着実に行い
ながら、拠点運営体制および、当社で内製化できる領域の拡大を進める。
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２つ目は、非四輪市場における事業機会の創出として、従来培ってきた塗装・加
飾技術やオートメーション技術をキーテクノロジーとし、スマートファクトリー
化を目指す産業領域の顧客にアプローチしていく。
受注実績のある鉄道、航空機市場などを中心に非四輪市場の拡大を図る。
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次に両事業のシナジーについて、バッテリー市場において、記載している両事業
の持つ技術をかけ合わせ、当社の対応可能な領域を拡大させていく。

北米を中心として、EVバッテリーの製造工場投資が活発化しており、当社が対
応できる領域の拡大を図っていく。

また、両事業が他の産業領域で培ってきた設計施工方式を融合させ、モジュール
化、ユニット化による納期短縮・コスト削減を目指す。
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次に新規事業について、調査～研究開発～営業～事業開発まで一貫して担う切れ
目のない体制を確立し、中⾧期的な事業化実現に向け、各プロセスの連動を強化
していく。

事業開発基盤の強化を図るとともに、社内外ネットワークによる多様な技術の融
合を通して、技術、産業分野、地域の3つの側面から「未知・未開拓領域」の探
索を進める。
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Capital &
Governance

ここからは、成⾧戦略を支える制度・体制の整備についてご説明する。
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当頁は、「１０年プラン」でもご説明した経営基盤の強化について記載している。
次頁以降で、特に注力していくトピックについてご説明する。
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1つ目は、事業推進・モニタリング体制の強化として、「１０年プラン」でも触
れた成⾧戦略会議、デジタルイノベーション委員会の新設、デジタル戦略委員会
の機能強化についてご説明する。

社⾧を議⾧とする成⾧戦略会議では、経営資源のグループ最適配分の観点から、
成⾧戦略と成⾧投資の立案・実行およびモニタリングを行っていく。

デジタルイノベーション委員会は社外取締役を議⾧とし、デジタル戦略の執行を
担うデジタル戦略委員会をモニタリングしていく。

デジタル戦略委員会には、右下に記載の５つの専門部会を設け、「１０年プラ
ン」で掲げるDX戦略を実行していく。
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次に、グローバルなガバナンスの強化施策についてご説明する。

1つ目は、海外関係会社のトップ（CEO）を「グループ執行役員」として本社に
登用し、グローバルな視点での経営判断を強化するグループ執行役員制度の導入
を進める。

2つ目は、グローバル共通システム基盤の導入を進めており、人事機能、調達機
能を含めたシステム基盤のグローバル展開を段階的に実施していく。それにより
情報の見える化と事業拡大に柔軟性を持たせていく。

3つ目は、短期的な業績推移に縛られずに成⾧投資を促進するための「新たな管
理会計の仕組み」を導入し、成⾧投資を推進していく。
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3つ目は、グローバル人材ポートフォリオマネジメントの構築を目指し、前中期
経営計画期間に、国内ですでに整備した人材ポートフォリオを、グローバルに拡
張していく。

まずは拠点が多くあるアセアンを中心に、人材データベースの構築および、採用、
育成、評価、報酬などに関わる施策を推進する。

これで、「中期経営計画」のご説明を終了する。
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TEL 03-5338-5052 FAX 03-5338-5195
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